
 

平成30(2018)年度 第３回 栃木県生活交通対策協議会 次第 

 

日 時：平成31(2019)年1月24日(木) 14:00～ 

                    場 所：栃木県庁東館４階 講堂  

 

 

１ 開  会  

   

２ あいさつ 

 

 

３  議  題 

 

【協議事項】 

 

（１） 委員の追加等に伴う栃木県生活交通対策協議会設置要綱の改正について 

資料３（ P7） 

 

（２） 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

資料４（ P11） 

 

【報告事項】 

（１） 生産性向上の取組について 

                 資料５（ P25） 

 

【その他】 

（１） 「地域公共交通確保維持改善事業」におけるバス等への支援について 

                 資料６（ P33） 

 

４ 閉  会  

  

  
 

 

【資料】 

・次第 

 

 

 

・資料１ 出席者名簿 P1 

・資料２ 協議会設置要綱 P3 

 

・資料３ 

協議会委員名簿 

協議会設置要綱改正案 

P6 

P7 

・資料４ 

・資料５ 

・資料６ 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

生産性向上の取組について 

地域公共交通確保維持改善事業におけるバス等への支援について 

P11 

P25 

P33 

   

   

 

 

 



栃木県生活交通対策協議会設置要綱

（名称及び目的）

第１条 県内における生活交通の維持、改善及び充実を図り、持続可能な生活交通ネット

ワークの構築に必要な協議を行うために、栃木県生活交通対策協議会（以下「協議会」

という。）を設置する。

（協議事項）

第２条 協議会は、次の事項について協議を行う。

(1) 一般乗合旅客自動車運送事業（以下「乗合バス」という。）に係る路線の休止又

は廃止の申出に伴う対応に関すること。

(2) 生活交通に係る支援に関すること。

(3) 栃木県バス運行対策費補助金交付要領（以下「国庫協調補助要領」という。）第

２条第４号及び栃木県生活バス路線維持費補助金交付要領（以下「県単補助要領」

という。）第２条第４号に規定する生活バス路線の指定に関すること。

(4) 国庫協調補助要領第１８条第１項及び県単補助要領第１８条第１項に規定する特

定課題系統の選定に関すること。

(5) 国庫協調補助要領第１９条第４項及び県単補助要領第１９条第４項に規定する改

善計画の承認に関すること。

(6) 生活交通の維持、改善及び充実等に係る広域的な取組に関すること。

(7) その他、生活交通の維持、改善及び充実等に必要な事項に関すること。

（構成）

第３条 協議会は、別表１の委員によって構成する。

２ 協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求めることができる。

（会長及び副会長）

第４条 協議会に、会長及び副会長を置く。

２ 会長は栃木県県土整備部長を、副会長は国土交通省関東運輸局栃木運輸支局長をもっ

てあてる。

３ 会長は協議会を代表し、会務を統括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。

（会議等）

第５条 会長は、必要に応じて協議会を招集するものとする。

２ 協議会の議長は、会長が行う。

３ 会長は、必要に応じて関係者からの意見を聴くことができるものとする。

４ 協議会は、委員の二分の一以上が出席しなければ、会議を開くことができない。

５ 協議会の議事は、別段の定めがある場合を除き、出席委員の過半数をもって決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。

６ 協議会の議事録要旨及び資料は原則公開とする。ただし、公開することにより、個

人や法人等の権利や利益を害する恐れがあるものは除く。
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（分科会）

第６条 協議会には、次に掲げる事項の協議を行わせるため、分科会を置く。

(1) 第２条第１号に規定する路線の休廃止に関すること。

(2) 第２条第３号に規定する生活バス路線指定に関すること（関係者（この号におい

て、知事及び関係市町村長をいう。）間で、国庫協調補助要領第２条第４号又は県

単補助要領第２条第４号の意見が一致しない場合に限る。）。

(3) 第２条第５号に規定する改善計画の承認に関すること（別表２に掲げる委員間の

意見が一致しない場合に限る。）。

(4) その他、会長が分科会での協議が適当と認める事項に関すること

２ 分科会は、別表２の委員によって構成する

３ 分科会に、座長及び副座長を置く。

４ 座長は、栃木県県土整備部交通政策課長を、副座長は国土交通省関東運輸局栃木運輸

支局企画輸送部門首席運輸企画専門官をもってあてる。

５ 座長は分科会を代表し、会務を統括する。

６ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるときはその職務を代理する。

７ 分科会は、必要に応じて座長が招集する。

８ 座長は、必要に応じて関係者からの意見を聴くことができるものとする。

９ 協議会は、分科会の決定事項を協議会の決議とすることができる。

（その他の協議）

第７条 会長は、別途必要に応じて、関係者による協議の場を設けることができる。

（事務局）

第８条 協議会の事務局を栃木県県土整備部交通政策課に置く。

（その他）

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が別に

定める。

附 則

この要綱は、平成１３年２月１９日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１８年１０月３１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成３０年９月１０日から施行する。
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（別表１）

栃木県生活交通対策協議会構成員

・栃木県県土整備部長

・国土交通省関東運輸局自動車交通部長

・国土交通省関東運輸局栃木運輸支局長

・県内市町村生活交通担当部長（ただし、担当する部がない場合は、担当課長とする。）

・一般社団法人栃木県バス協会専務理事

・県内一般乗合運送事業者乗合担当部長

・栃木県交通運輸産業労働組合協議会議長

（別表２）

栃木県生活交通対策協議会分科会構成員

・栃木県県土整備部交通政策課長

・国土交通省関東運輸局栃木運輸支局企画輸送部門首席運輸企画専門官

・関係市町村生活交通担当課長

・一般社団法人栃木県バス協会専務理事

・関係一般乗合運送事業者乗合担当課長
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Ｈ30(2018)．4．1 現在

№ 役　　職 備　　考

1 　県土整備部長 会　長

2 　自動車交通部長

3 　支局長 副会長

4 　総合政策部長

5 　生活環境部長

6 　生活環境部長

7 　市民生活部長

8 　市民部長

9 　市民生活部長

10 　都市整備部長

11 　総務部長

12 　市民生活部長

13 　総務部長

14 　生活環境部長

15   総合政策部長

16 　まちづくり課長

17 　市民生活部長

18 　企画課長

19 　総務部長

20 　企画課長

21 　企画振興課長

22 　建設産業部長

23 　総務部長

24 　産業建設部長

25 　企画調整課長

26 　地域安全課長

27 　ふるさと定住課長

28 　総務課長

29 　専務理事

30 　路線バス部部長

31 　取締役業務部長

32 　取締役運輸営業部長

33 　ダイヤル営業所長

34 　取締役運輸統括部長

35 　代表取締役

36 　代表取締役

37 　議長

　ジェイアールバス関東㈱

　しおや交通㈱

　栃木県交通運輸産業労働組合協議会

　高根沢町

　那須町

　那珂川町

　足利中央観光バス㈱

　東武バス日光㈱

　日光交通㈱

　東野交通㈱

　関東自動車㈱

　上三川町

　佐野市

　鹿沼市

　茂木町

　(一社)栃木県バス協会

　矢板市

　那須塩原市

　さくら市

　那須烏山市

　下野市

　塩谷町

　野木町

　壬生町

　益子町

　市貝町

　芳賀町

　日光市

　小山市

　真岡市

　大田原市

栃木県生活交通対策協議会委員名簿

所　　属

　関東運輸局

　関東運輸局栃木運輸支局

　足利市

　栃木市

　宇都宮市

　栃木県

資料２－（２）
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栃木県生活交通対策協議会設置要綱（案）

（名称及び目的）

第１条 県内における生活交通の維持、改善及び充実を図り、持続可能な生活交通ネット

ワークの構築に必要な協議を行うために、栃木県生活交通対策協議会（以下「協議会」

という ）を設置する。。

（協議事項）

第２条 協議会は、次の事項について協議を行う。

(1) 一般乗合旅客自動車運送事業（以下「乗合バス」という ）に係る路線の休止又。

は廃止の申出に伴う対応に関すること。

(2) 生活交通に係る支援に関すること。

(3) 栃木県バス運行対策費補助金交付要領（以下「国庫協調補助要領」という ）第。

２条第４号及び栃木県生活バス路線維持費補助金交付要領（以下「県単補助要領」

という ）第２条第４号に規定する生活バス路線の指定に関すること。。

(4) 国庫協調補助要領第１８条第１項及び県単補助要領第１８条第１項に規定する特

定課題系統の選定に関すること。

(5) 国庫協調補助要領第１９条第４項及び県単補助要領第１９条第４項に規定する改

善計画の承認に関すること。

(6) 生活交通の維持、改善及び充実等に係る広域的な取組に関すること。

(7) その他、生活交通の維持、改善及び充実等に必要な事項に関すること。

（構成）

第３条 協議会は、別表１の委員によって構成する。

２ 協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求めることができる。

（会長及び副会長）

第４条 協議会に、会長及び副会長を置く。

２ 会長は栃木県県土整備部長を、副会長は国土交通省関東運輸局栃木運輸支局長をもっ

てあてる。

３ 会長は協議会を代表し、会務を統括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。

（会議等）

第５条 会長は、必要に応じて協議会を招集するものとする。

２ 協議会の議長は、会長が行う。

３ 会長は、必要に応じて関係者からの意見を聴くことができるものとする。

４ 協議会は、委員の二分の一以上が出席しなければ、会議を開くことができない。

５ 協議会の議事は、別段の定めがある場合を除き、出席委員の過半数をもって決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。

６ 協議会の議事録要旨及び資料は原則公開とする。ただし、公開することにより、個

人や法人等の権利や利益を害する恐れがあるものは除く。
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（分科会）

第６条 協議会には、次に掲げる事項の協議を行わせるため、分科会を置く。

(1) 第２条第１号に規定する路線の休廃止に関すること。

(2) 第２条第３号に規定する生活バス路線指定に関すること（関係者（この号におい

て、知事及び関係市町村長をいう ）間で、国庫協調補助要領第２条第４号又は県。

単補助要領第２条第４号の意見が一致しない場合に限る 。。）

(3) 第２条第５号に規定する改善計画の承認に関すること（別表２に掲げる委員間の

意見が一致しない場合に限る 。。）

(4) その他、会長が分科会での協議が適当と認める事項に関すること

２ 分科会は、別表２の委員によって構成する

３ 分科会に、座長及び副座長を置く。

４ 座長は、栃木県県土整備部交通政策課長を、副座長は国土交通省関東運輸局栃木運輸

支局企画輸送部門首席運輸企画専門官をもってあてる。

５ 座長は分科会を代表し、会務を統括する。

６ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるときはその職務を代理する。

７ 分科会は、必要に応じて座長が招集する。

８ 座長は、必要に応じて関係者からの意見を聴くことができるものとする。

９ 協議会は、分科会の決定事項を協議会の決議とすることができる。

（その他の協議）

第７条 会長は、別途必要に応じて、関係者による協議の場を設けることができる。

（事務局）

第８条 協議会の事務局を栃木県県土整備部交通政策課に置く。

（その他）

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が別に

定める。

附 則

この要綱は、平成１３年２月１９日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１８年１０月３１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成３０年９月１０日から施行する。
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附 則

この要綱は、平成３１年１月２４日から施行する。

（別表１）

栃木県生活交通対策協議会構成員

・栃木県県土整備部長

・国土交通省関東運輸局自動車交通部長

・国土交通省関東運輸局栃木運輸支局長

（ 、 、 。）・県内市町村生活交通担当部長 ただし 担当する部がない場合は 担当課長とする

・一般社団法人栃木県バス協会専務理事

・一般社団法人栃木県タクシー協会専務理事

・県内一般乗合運送事業者乗合担当部長

・栃木県交通運輸産業労働組合協議会議長

（別表２）

栃木県生活交通対策協議会分科会構成員

・栃木県県土整備部交通政策課長

・国土交通省関東運輸局栃木運輸支局企画輸送部門首席運輸企画専門官

・関係市町村生活交通担当課長

・一般社団法人栃木県バス協会専務理事

・関係一般乗合運送事業者乗合担当課長
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№ 役　　職 備　　考

1 　県土整備部長 会　長

2 　自動車交通部長

3 　支局長 副会長

4 　総合政策部長

5 　生活環境部長

6 　生活環境部長

7 　市民生活部長

8 　市民部長

9 　市民生活部長

10 　都市整備部長

11 　総務部長

12 　市民生活部長

13 　総務部長

14 　生活環境部長

15   総合政策部長

16 　まちづくり課長

17 　市民生活部長

18 　企画課長

19 　総務部長

20 　企画課長

21 　企画振興課長

22 　建設産業部長

23 　総務部長

24 　産業建設部長

25 　企画調整課長

26 　地域安全課長

27 　ふるさと定住課長

28 　総務課長

29 　専務理事

30 　専務理事

31 　路線バス部部長

 　取締役業務部長

32 　取締役運輸営業部長

33 　ダイヤル営業所長

34 　取締役運輸統括部長

35 　代表取締役

36 　代表取締役

37 　議長

　日光市

　小山市

　真岡市

　大田原市

栃木県生活交通対策協議会委員名簿(案）

所　　属

　関東運輸局

　関東運輸局栃木運輸支局

　足利市

　栃木市

　宇都宮市

　栃木県

　上三川町

　佐野市

　鹿沼市

　茂木町

　(一社)栃木県バス協会

　矢板市

　那須塩原市

　さくら市

　那須烏山市

　下野市

　塩谷町

　野木町

　壬生町

　益子町

　市貝町

　芳賀町

　ジェイアールバス関東㈱

　しおや交通㈱

　栃木県交通運輸産業労働組合協議会

　高根沢町

　那須町

　那珂川町

　足利中央観光バス㈱

　東武バス日光㈱

　日光交通㈱

 　東野交通㈱

　関東自動車㈱

　(一社)栃木県タクシー協会

資料３－（２）
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活

交
通

対
策

協
議

会

評
価

対
象

事
業

名
：
地

域
間

幹
線

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

・
一

部
経

路
の

変
更

を
検

討
中

。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

日
光

東
照

宮
A

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
3
9
1
人

/
日

に
対

し
て

、
3
8
7

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

・
一

部
便

の
篠

井
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
へ

の
乗

り
入

れ
。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
2
6
5
人

/
日

に
対

し
て

、
2
7
3

人
/
日

と
な

っ
た

。

駒
生

営
業

所
～

田
原

～
玉

生
車

庫
A

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

船
生

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
A

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
3
8
8
人

/
日

に
対

し
て

、
3
9
6

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

今
市

車
庫

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

④
事

業
実

施
の

適
切

性

B

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

関
東

自
動

車
株

式
会

社
・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
3
7
7
人

/
日

に
対

し
て

、
3
7
0

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
屋

板
～

上
三

川
車

庫

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

A
A

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

A
・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
3
1
1
人

/
日

に
対

し
て

、
3
1
5

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

・
一

部
便

の
篠

井
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
へ

の
乗

り
入

れ
。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

B
・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
1
9
8
人

/
日

に
対

し
て

、
1
9
3

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

荒
針

～
鹿

沼
営

業
所

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
B

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
2
8
6
人

/
日

に
対

し
て

、
2
7
9

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

免
許

セ
ン

タ
ー

～
楡

木
車

庫

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
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別
添

１

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

・
一

部
経

路
の

変
更

を
検

討
中

。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
宝

井
～

グ
リ

ー
ン

タ
ウ

ン

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
1
5
8
人

/
日

に
対

し
て

、
1
6
1

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
3
1
0
人

/
日

に
対

し
て

、
3
1
8

人
/
日

と
な

っ
た

。

A

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

・
一

部
経

路
の

変
更

を
検

討
中

。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
田

原
～

グ
リ

ー
ン

タ
ウ

ン
A

関
東

自
動

車
株

式
会

社

A

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

駒
生

営
業

所
～

平
松

～
西

汗
・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
AA

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
1
7
8
人

/
日

に
対

し
て

、
1
8
6

人
/
日

と
な

っ
た

。

・
今

後
も

効
率

的
な

運
行

を
継

続
し

、
路

線
図

、
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
・
G

T
F
S
を

活
用

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
発

信
。

・
一

部
経

路
の

変
更

を
検

討
中

。

・
バ

ス
接

近
表

示
機

を
宇

都
宮

駅
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
設

置
し

旅
客

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
田

原
～

今
里

A
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
A

・
現

行
の

運
行

回
数

を
維

持
し

た
。

・
目

標
2
8
3
人

/
日

に
対

し
て

、
2
8
9

人
/
日

と
な

っ
た

。

Ａ
目

標
5
3
0
名

/
日

に
対

し
て

、
5
6
8
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮
駅

・
橋

場
～

真
岡

営
業

所

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

Ａ
目

標
1
9
0
名

/
日

に
対

し
て

、
2
2
3
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

西
原

車
庫

～
ベ

ル
モ

ー
ル

・
石

法
寺

～
真

岡
営

業
所

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

Ａ
目

標
2
0
0
名

/
日

に
対

し
て

、
4
1
5
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

氏
家

駅
～

喜
連

川
～

馬
頭

車
庫

線
ダ

イ
ヤ

の
見

直
し

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
活

用
し

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

る
。

Ａ
計

画
通

り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
Ａ

目
標

1
4
0
名

/
日

に
対

し
て

、
1
4
1
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮
駅

・
ベ

ル
モ

ー
ル

～
益

子
車

庫

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

Ａ
目

標
1
8
0
名

/
日

に
対

し
て

、
2
3
0
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮
駅

・
上

野
団

地
～

岡
本

駅
西

口

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。
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別
添

１

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮
駅

・
御

幸
ヶ

原
元

町
～

Ｊ
Ｒ

岡
本

駅

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

Ａ
目

標
1
6
0
名

/
日

に
対

し
て

、
1
8
1
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

Ａ
目

標
1
7
0
名

/
日

に
対

し
て

、
3
7
9
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

大
田

原
市

役
所

～
福

祉
大

・
黒

羽
高

校
～

五
峰

の
湯

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
B

H
2
7
年

度
の

臨
時

便
を

含
む

運
行

回
数

を
基

に
運

行
計

画
を

立
て

て
い

た
が

、
臨

時
便

の
運

行
回

数
が

計
画

よ
り

も
少

な
か

っ
た

為
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

Ａ
目

標
2
1
0
名

/
日

に
対

し
て

、
2
1
7
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

那
須

塩
原

駅
～

黒
磯

駅
～

那
須

湯
本

温
泉

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

B
目

標
2
2
0
名

/
日

に
対

し
て

、
2
1
5
名

/
日

で
あ

り
、

目
標

は
下

回
っ

て
い

る
。

鉄
道

と
の

接
続

等
の

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
て

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

関
東

株
式

会
社

塩
原

本
線

（
西

那
須

野
～

塩
原

温
泉

）

敬
老

商
品

券
発

売
促

進
の

た
め

告
知

方
法

を
変

更
配

布
用

案
内

用
紙

に
【
J
R

バ
ス

乗
車

券
】
と

追
記

利
用

実
績

2
9
年

度
　

0
件

3
0
年

度
　

4
件

（
2
,0

0
0
円

）
※

市
表

彰
・
市

消
防

の
商

品
券

市
表

彰
　

2
0
件

　
（
1
0
,0

0
0
円

）
市

消
防

　
2
0
件

　
（
1
0
,0

0
0
円

）
　 お

で
さ

ぽ
７

０
導

入
に

よ
る

、
買

い
物

客
の

利
用

者
増

塩
原

B
T
～

西
那

須
野

駅
　

1
3
名

関
谷

～
西

那
須

野
駅

　
　

　
3
名

福
渡

～
西

那
須

野
駅

　
　

　
5
名

旅
行

者
関

谷
・
三

島
・
福

渡
～

塩
原

B
T
3
名

Ａ
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

た
。

C

運
行

回
数

の
確

保
、

1
日

平
均

2
2
0
名

の
利

用
を

目
標

と
し

、
運

行
回

数
は

確
保

で
き

た
が

、
乗

車
人

員
は

1
8
0
名

と
減

少
し

た

観
光

旅
客

誘
致

の
た

め
企

画
販

売
施

策
を

実
施

・
新

幹
線

と
バ

ス
と

宿
泊

パ
ケ

ー
ジ

商
品

発
売

実
績

平
成

3
0
年

1
1
月

　
1
9
名

平
成

3
0
年

1
2
月

　
　

4
名

　 ・
渓

谷
フ

リ
ー

き
っ

ぷ
発

売
実

績
1
0
月

2
4
8
枚

対
前

年
1
4
4
％

、
1
1
月

3
8
0
枚

対
前

年
1
1
7
％

観
光

協
会

・
J
R

東
日

本
と

連
携

強
化

を
図

る

関
東

自
動

車
株

式
会

社
（
東

野
交

通
株

式
会

社
）

西
那

須
野

駅
東

口
～

福
祉

大
・

黒
羽

高
校

～
五

峰
の

湯

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
Ａ

計
画

通
り

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。
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別
添

１

【
各

評
価

項
目

の
評

価
基

準
】

④
事

業
実

施
の

適
切

性
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

と
お

り
、

　
　

A
…

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
　

　
B

…
実

施
さ

れ
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

。
　

　
C

…
実

施
さ

れ
な

か
っ

た
。

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況
　

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
目

標
を

、
　

　
A

…
達

成
し

た
。

（
※

定
量

的
な

目
標

の
み

の
場

合
は

、
1
0
0
％

達
成

）
　

　
B

…
達

成
で

き
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

。
（
※

定
量

的
な

目
標

の
み

の
場

合
は

、
9
0
％

達
成

）
　

　
C

…
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

（
※

定
量

的
な

目
標

の
み

の
場

合
は

、
9
0
％

未
満

）

【
参

　
考

】
　

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

実
施

要
領

（
抜

粋
）

７
．

事
業

評
価

に
つ

い
て

（
１

）
事

業
評

価
の

実
施

 ①
自

己
評

価
（
一

次
評

価
）

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
に

よ
る

支
援

を
受

け
た

事
業

に
つ

い
て

は
、

毎
年

度
、

協
議

会
自

ら
に

よ
る

事
業

の
実

施
状

況
の

確
認

、
評

価
（
以

下
「
自

己
評

価
」
と

い
う

。
）
を

行
い

、
当

該
自

己
評

価
の

結
果

を
、

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

事
業

及
び

地
域

公
共

交
通

調
査

等
事

業
に

あ
っ

て
は

、
補

助
金

の
交

付
を

受
け

よ
う

と
す

る
会

計
年

度
の

１
月

末
ま

で
に

、
地

域
公

共
交

通
バ

リ
ア

解
消

促
進

等
事

業
に

あ
っ

て
は

、
補

助
金

の
交

付
を

受
け

た
会

計
年

度
の

翌
年

度
の

１
月

末
ま

で
に

そ
れ

ぞ
れ

協
議

会
か

ら
、

地
方

運
輸

局
、

神
戸

運
輸

監
理

部
、

地
方

航
空

局
又

は
沖

縄
総

合
事

務
局

（
以

下
「
地

方
運

輸
局

等
」
と

い
う

。
）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
公

表
す

る
こ

と
と

す
る

。

Ｃ

利
用

者
目

標
：
2
4
0
人

/
日

に
対

し
実

績
1
9
9
人

/
日

で
あ

り
目

標
は

下
回

っ
た

数
値

と
な

っ
た

。

①
ル

ー
ト

変
更

(大
型

商
業

施
設

へ
の

乗
入

れ
）
や

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
を

図
っ

て
い

く
。

②
分

か
り

や
す

い
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
４

か
国

語
対

応
）
を

制
作

活
用

し
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

③
企

画
乗

車
券

の
発

売
（
車

内
で

の
販

売
を

実
施

し
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

日
光

交
通

株
式

会
社

路
線

名
：
鬼

怒
川

線
起

点
：
鬼

怒
川

公
園

駅
～

鬼
怒

川
温

泉
駅

～
J
R

今
市

駅
～

終
点

：
下

今
市

駅
系

統
キ

ロ
：
1
7
.6

km
運

行
回

数
：
1
0
.５

回

①
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
ダ

イ
ヤ

の
見

直
し

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
活

用
し

公
共

交
通

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

③
企

画
乗

車
券

の
発

売
で

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

A
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。
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事
業
実
施
と
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

別
添
１
－
２

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿

（
事
業
実
施
の
目
的
・
必
要
性
）
生
活
交
通
の
存
続
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
・
実
情
に
最
適
な
移
動
手
段
が
提
供
さ
れ
、
地

域
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
・
改
善
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

協
議
会
名
：

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

平
成
3
1
(2
0
1
9
)年
１
月
2
4
日

- 15 -

ladmin
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陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

●
路
線
名
：
宇
都
宮
駅
～
日
光
東
照
宮

●
起
点
：
宇
都
宮
駅

●
経
由
地
：
石
那
田
・
今
市

●
終
点
：
日
光
東
照
宮

●
系
統
キ
ロ
：
３
９
．
０
ｋ
ｍ

●
運
行
回
数
：
７
．
９
回
（
１
日
平
均
）

●
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み

沿
線
施
設
に
お
け
る
路
線
図
の
配
布
・
バ
ス
車
内
で
の
時
刻
表
配
布
・

コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
へ
の
ダ
イ
ヤ
情
報
提
供
・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
旅
客
へ
の
接
近
情
報
の
提
供
（
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
接
近
表
示
機
）

沿
線
に
隣
接
す
る
住
宅
団
地
「
篠
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
へ
の
一
部
便
の
乗
り
入
れ
（
平
成
２
９
年
１
０
月
１
日
～
）

宇
都
宮
市
・
芳
賀
町
・
交
通
事
業
者
で
鉄
道
で
も
使
え
る
全
国
相
互
ＩＣ
カ
ー
ド
の
導
入
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る

事
業
の
概
要
・
目
標
・
効
果

協
議
会
名
・
補
助
対
象
事
業
者
名

系
統
名

目
標
・
効
果
の
達
成
状
況

【
達
成
状
況
】

目
標

39
1名

/日
に
対
し
、

38
7名

/日
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

【
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
（
分
析
）
】

通
学
利
用
者
の
減
少
の
為
。

今
後
の
改
善
点

●
H

P
上
で
の
情
報
発
信
を
強
化

●
G

TF
S
を
活
用
し
た
運
行
経
路
及
び
運
行
状
況
検
索
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化

平
成

28
年
度

平
成

29
年
度

平
成

30
年
度

輸
送
人
員
（
人
）

14
0,

59
0

14
2,

85
9

14
1,

38
9

経
常
収
支
（
円
）

▲
34

,2
97

,9
57

▲
36

,4
21

,5
66

▲
41

,6
14

,7
57

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

4.
4

4.
6

4.
8

補
助
金
額
（
千
円
）

16
,4

16
18

,1
64

20
,0

15
.5

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移

平
成
３
０
年
度
栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
駅
～
日
光
東
照
宮

●
宇
都
宮
・
日
光
両
市
民
の
宇
都
宮
市
街
地
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
駅
（
宇
都
宮
・
今
市
・
日
光
）
・
東
武
駅
（
宇
都
宮
・
下
今
市
・
日
光
）
ま
で
の
通
勤
・
買
物
の
た
め
。

●
宇
都
宮
市
内
・
日
光
市
内
の
各
学
校
ま
で
の
通
学
の
た
め
。

●
宇
都
宮
市
内
の
国
立
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー
・
宇
都
宮
第
一
病
院
ま
で
の
通
院
の
た
め
。

事
業
の
目
的
・
必
要
性

●
目
標
・
効
果

宇
都
宮
・
日
光
両
市
民
の
通
勤
・
通
学
・
通
院
等
、
生
活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行
の

運
行
回
数
を
維
持
し
、
１
日
平
均
3
9
1
名
の
利
用
を
目
標
と
す
る
。

- 17 -



事
業
実
施
区
域

東
武
日
光
駅

Ｊ
Ｒ
今
市
駅

東
武
下
今
市
駅

宇
都
宮
第
一
病
院

国
立
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー

東
武
宇
都
宮
駅

作
新
学
院
高
校

宇
短
大
附
属
高
校

文
星
芸
大
附
属
高
校

宇
都
宮
文
星
女
子
高
校

富
屋
特
別
支
援
学
校

- 18 -



陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

●
宇
都
宮
・
真
岡
両
市
民
の
駅
・
中
心
市
街
地
ま
で
の
通
勤
買
い
物
の
た
め
。

●
宇
都
宮
・
真
岡
市
内
の
各
学
校
ま
で
の
通
学
の
た
め
。

●
沿
線
に
あ
る
病
院
ま
で
の
通
院
の
た
め
。

事
業
の
目
的
・
必
要
性

●
路
線
名
：
西
原
車
庫
～
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
・
ベ
ル
モ
ー
ル
・
石
法
寺
～
真
岡
営
業
所

●
起

点
：
西
原
車
庫

●
終

点
:真
岡
営
業
所

●
系
統
キ
ロ

:２
９
．
０
ｋ
ｍ

●
運
行
回
数
：
１
３
．
１
回

●
目
標
・
効
果

住
民
の
通
勤
・
通
学
・
通
院
等
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行
の
運
行
回
数

を
維
持
し
、
１
日
平
均
５
３
０
人
の
利
用
を
目
標
と
す
る
。

●
利
用
促
進
・
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

鉄
道
と
の
接
続
等
の
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
や
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
で
利
用
者
に

わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て

公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

事
業
の
概
要
・
目
標
・
効
果

協
議
会
名
・
補
助
対
象
事
業
者
名

系
統
名

目
標
・
効
果
の
達
成
状
況

【
達
成
状
況
】

目
標

53
0名

/日
に
対
し
て
、

56
8名

/日
で
あ
り
、
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。

【
目
標
を
達
成
で
き
た
要
因
（
分
析
）
】

類
似
系
統
の
減
便
及
び
、
路
線
の
一
部
を
競
合
す
る
系
統
の
廃
止
。

今
後
の
改
善
点

●
H

P
上
で
の
情
報
発
信
を
強
化

●
G

TF
S
を
活
用
し
た
運
行
経
路
及
び
運
行
状
況
検
索
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化平
成

28
年
度

平
成

29
年
度

平
成

30
年
度

輸
送
人
員
（
人
）

21
0,

27
1

19
9,

95
3

20
7,

61
3

経
常
収
支
（
円
）

▲
9,

20
0,

96
4

▲
23

,1
43

,5
23

▲
26

,0
47

,1
17

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

4.
5

3.
6

4.
2

補
助
金
額
（
千
円
）

8,
03

2
15

,9
00

20
,6

32

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移

平
成

30
年
度
栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

栃
木
県
生
活
対
策
協
議
会

関
東
自
動
車
株
式
会
社

（
東
野
交
通
株
式
会
社
）

西
原
車
庫
～
ベ
ル
モ
ー
ル
・
石
法
寺
～
真
岡
営
業
所

- 19 -



事
業
実
施
区
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平
成
３
０
年
度
栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

●
塩
原
温
泉
病
院
へ
の
通
院
、
西
那
須
野
で
乗
り
換
え
て
大
田
原
日
赤
な
ど
へ
の
通
院
、
西
那
須
野
で
乗
り
換
え
て
黒
磯
南
高
校
や
宇
都
宮
市
内
方
面
へ
の
通
学

●
塩
原
地
区
か
ら
の
関
谷
地
区
・
西
那
須
野
地
区
へ
の
通
勤

●
塩
原
地
区
か
ら
の
通
学
・
買
い
物

事
業
の
目
的
・
必
要
性

塩
原
本
線

起
点
：
西
那
須
野
駅

経
由
地
：
千
本
松
・
関
谷
宿

終
点
：
塩
原
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

系
統
キ
ロ
：
21

.7
km

運
行
回
数
：
平
日

10
回
・
土
休
日

9回
目
標
・
効
果
：
運
行
回
数
の
確
保
、
一
日
平
均

22
0名
の
利
用
を
目
標
と
す
る

利
用
促
進
・
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

乗
車
券
を
塩
原
商
工
会
で
発
行
す
る
敬
老
商
品
券
の
引
換
対
象
品
に
組
み
入
れ

販
売
目
標

20
0枚

/年

事
業
の
概
要
・
目
標
・
効
果

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
株
式
会
社

協
議
会
名
・
補
助
対
象
事
業
者
名

塩
原
本
線

系
統
名

目
標
・
効
果
の
達
成
状
況

【
達
成
状
況
】

50
0円
商
品
券

4枚
（
20

00
円
）
一
般
線
回
数
券
購
入
（
平
成
３
０
年
９
月
）

※
市
表
彰
・
市
消
防
の
商
品
券
（
平
成
２
９
年
１
１
月
）

市
表
彰
＠

50
0×
２
０
枚

10
00

0円
市
消
防
＠

50
0×
２
０
枚

10
00

0円
（
一
般
線
の
定
期
券
購
入
）

合
計

22
,0

00
円
の
実
績

【
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
（
分
析
）
】

告
知
方
法
：
商
工
会
発
行
紙
に
周
知
記
事
の
掲
載

今
後
の
改
善
点

地
域
住
民
へ
広
く
宣
伝
す
る
こ
と
で
購
入
枚
数
増
加
を
図
る
。

ま
た
、
地
域
外
の
観
光
旅
客
誘
致
の
た
め
新
た
な
商
品
を

造
成
す
る
。

平
成

28
年
度

平
成

29
年
度

平
成

30
年
度

輸
送
人
員
（
人
）

78
,5

66
62

,3
91

51
,8

97

経
常
収
支
（
円
）

▲
24

,0
45

,1
75

▲
32

,1
12

,3
81

▲
35

,7
72

,5
67

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

3.
9

3.
3

2.
8

補
助
金
額
（
千
円
）

4,
28

0
4,

57
6

4,
99

9

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移
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陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

・
徒
歩
、
電
車
通
学
等
が
不
可
能
な
児
童
の
小
学
校
へ
の
輸
送
の
継
続

・
商
業
施
設
及
び
医
療
機
関
等
へ
の
輸
送

・
交
通
弱
者
に
対
す
る
市
街
地
、
駅
等
へ
の
輸
送

事
業
の
目
的
・
必
要
性

系
統
名
：
鬼
怒
川
線

起
点
：
東
武
鬼
怒
川
公
園
駅

経
由
地
：
東
武
鬼
怒
川
温
泉
駅

終
点
：
東
武
下
今
市
駅

系
統
キ
ロ
：
17

.6
km

運
行
回
数
：
10

.5
回

目
標
・
効
果
：
24

0人
/日
の
利
用
を
目
標
と
す
る

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
：

①
系
統
の
ル
ー
ト
変
更
（
大
型
商
業
施
設
へ
の
乗
入
れ
）
等
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る
。

②
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
４
カ
国
語
対
応
）
を
制
作
活
用
し
利
用
促
進
を
図
る

③
企
画
乗
車
券
の
販
売
を
車
内
で
も
行
い
利
用
促
進
を
図
る

事
業
の
概
要
・
目
標
・
効
果

協
議
会
名
・
補
助
対
象
事
業
者
名

系
統
名

目
標
・
効
果
の
達
成
状
況

【
達
成
状
況
】

目
標
：
「
利
用
者
目
標
：
24

0人
/日
に
対
し
実
績

19
9人

/日
で
あ
り
目
標
は
下
回
っ
た

数
値
と
な
っ
た
。
」

【
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
（
分
析
）
】

児
童
数
減
少
の
影
響
及
び
企
画
乗
車
券
の
販
売
箇
所
が
現
在
１
ヵ
所
の
み
で
あ
り

一
般
利
用
者
が
購
入
し
ず
ら
い
の
が
現
状
の
為

今
後
の
改
善
点

①
企
画
乗
車
券
を
車
内
で
も
販
売
し
一
般
利
用
者
が
購
入

し
や
す
い
よ
う
図
る

②
今
後
の
目
標
と
し
て

24
0人

/日
達
成
で
き
る
よ
う
図
る

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移

平
成

30
年
度
栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

事
業
者
：
日
光
交
通
㈱

鬼
怒
川
線

平
成

28
年
度

平
成

29
年
度

平
成

30
年
度

輸
送
人
員

( 人
）

80
,3

64
80

,4
83

72
,6

91

経
常
収
支
（
円
）

▲
2
2
,1
4
9
,4
3
4

▲
1
9
,7
7
1
,3
0
2

▲
2
4
,1
3
4
,8
7
8

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

1.
5

1.
5

1.
5

補
助
金
額
（
千
円
）

1,
97

8
3,

16
2

2,
17

8
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生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
 交

通
政

策
課

  

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

1
宇

都
宮

駅
～

日
光

東
照

宮
関

東
自

動
車

㈱

宇
都

宮
市

、
日

光
市

（
旧

今
市

市
、

旧
日

光

市
）

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
「

篠
井

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

」
へ

の
路

線
延

伸
（

一
部

の
便

）

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
企

画
乗

車
券

「
日

光
杉

並
木

ぷ
」

の
販

売
に

よ
る

観
光

利
用

促
進

⑦
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.2

1%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
8
年

2
月

∼
2
9
年

9
月

⑦
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

篠
井

Ｎ
Ｔ

～
宇

都
宮

駅
…

7
4
0
円

篠
井

Ｎ
Ｔ

～
今

市
車

庫
…

6
3
0
円

の
平

均
値

6
8
5
円

×
2
0
0
人

に
て

増

収
額

を
算

出

3
6
.3

4
.6

宇
都

宮
市

及
び

日
光

市
で

の
通

勤
、

通

学
、

通
院

、
買

物
等

の
た

め
の

重
要

な
移

動
手

段
と

な
っ

て
い

る
た

め
。

2
宇

都
宮

駅
～

今
市

車
庫

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

、
日

光
市

（
旧

今
市

市
）

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
「

篠
井

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

」
へ

の
路

線
延

伸
（

一
部

の
便

）

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
企

画
乗

車
券

「
日

光
杉

並
木

ぷ
」

の
販

売
に

よ
る

観
光

利
用

促
進

⑦
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.3

1%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
8
年

2
月

∼
2
9
年

9
月

⑦
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

篠
井

Ｎ
Ｔ

～
宇

都
宮

駅
…

7
4
0
円

篠
井

Ｎ
Ｔ

～
今

市
車

庫
…

6
3
0
円

の
平

均
値

6
8
5
円

×
2
0
0
人

に
て

増

収
額

を
算

出

3
2
.6

5
.1

3
宇

都
宮

駅
～

船
生

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

、
日

光
市

（
旧

今
市

市
）

、
塩

谷

町

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
塩

谷
町

か
ら

宇
都

宮
市

へ
の

通
学

利
用

促
進

及
び

通
学

し
や

す
い

運
行

時
刻

の
設

定
を

検
討

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.1

3
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

当
該

路
線

の
1
人

平
均

支
払

額
3
2
4

円
×

2
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

4
4
.2

5
.4

4
宇

都
宮

駅
～

免
許

セ
ン

タ
ー

～
楡

木
車

庫
関

東
自

動
車

㈱
宇

都
宮

市
、

鹿
沼

市

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
栃

木
県

内
の

各
教

習
所

・
自

動
車

学
校

卒
業

生
へ

の
利

用
促

進
策

実
施

（
バ

ス
案

内
チ

ラ
シ

配
布

）

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

運
転

免
許

セ
ン

タ
ー

関
連

系
統

で
年

間
輸

送
人

員
3
0
0
人

増
を

目
指

す

収
支

改
善

率
0
.6

8
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

運
転

免
許

セ
ン

タ
ー

～
宇

都
宮

駅

…
5
5
0
円

×
3
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

2
4
.3

4
.5

宇
都

宮
市

及
び

鹿
沼

市
で

の
通

勤
、

通

学
、

買
物

や
運

転
免

許
セ

ン
タ

ー
へ

の
重

要
な

移
動

手
段

と
な

っ
て

い
る

た
め

。

5
宇

都
宮

駅
～

荒
針

～
鹿

沼
営

業
所

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

、
鹿

沼
市

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
沿

線
高

校
（

県
立

鹿
沼

東
高

校
）

へ
の

通
学

利
用

促
進

及
び

通
学

し
や

す
い

運
行

時
刻

の
設

定
を

検
討

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.1

6
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

鹿
沼

東
高

校
～

鹿
沼

駅
…

2
3
8
円

×

2
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

3
1
.0

4
.5

宇
都

宮
市

及
び

鹿
沼

市
で

の
通

勤
、

通

学
、

買
物

等
の

た
め

の
重

要
な

移
動

手
段

と
な

っ
て

い
る

た
め

。

6
駒

生
営

業
所

～
屋

板

～
上

三
川

車
庫

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

、
上

三
川

町

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
沿

線
高

校
（

県
立

宇
都

宮
南

高
校

）
へ

の
通

学
利

用
促

進
及

び
通

学
し

や
す

い
運

行
時

刻
の

設
定

を
検

討

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
南

高
校

を
経

由
す

る
系

統
で

年
間

輸
送

人
員

2
0
0
人

増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.3

5
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

宇
都

宮
南

高
校

～
宇

都
宮

駅
…

4
9
0

円
×

2
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

3
1
.3

5
.4

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量
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生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
 交

通
政

策
課

  

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量

7
駒

生
営

業
所

～
田

原

～
玉

生
車

庫
関

東
自

動
車

㈱

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮

市
、

旧
河

内
町

、
旧

上

河
内

町
）

、

塩
谷

町

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
塩

谷
町

か
ら

宇
都

宮
市

へ
の

通
学

利
用

促
進

及
び

通
学

し
や

す
い

運
行

時
刻

の
設

定
を

検
討

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.1

1%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

当
該

路
線

の
1
人

平
均

支
払

額
2
6
2

円
×

2
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

3
3
.1

4
.8

宇
都

宮
市

及
び

塩
谷

町
で

の
通

勤
、

通

学
、

通
院

、
買

物
等

の
た

め
の

重
要

な
移

動
手

段
と

な
っ

て
い

る
た

め
。

8
駒

生
営

業
所

～
田

原

～
今

里
関

東
自

動
車

㈱

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮

市
、

旧
河

内
町

、
旧

上

河
内

町
）

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
沿

線
小

学
校

（
市

立
豊

郷
中

央
小

学
校

）
へ

の
及

び
通

学
利

用
促

進
・

バ
ス

乗
り

方
教

室
実

施

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.1

7
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

当
該

路
線

の
1
人

平
均

支
払

額
2
3
0

円
×

2
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

3
0
.7

5
.4

9
駒

生
営

業
所

～
田

原

～
グ

リ
ー

ン
タ

ウ
ン

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮

市
、

旧
河

内
町

）

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
沿

線
小

学
校

（
市

立
田

原
小

学
校

・
市

立
田

原
西

小
学

校
）

へ
の

通
学

利
用

促
進

・
バ

ス
乗

り
方

教
室

実
施

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

1
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.1

2
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

当
該

路
線

の
1
人

平
均

支
払

額
2
3
5

円
×

1
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

2
1
.6

4
.8

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮
市

、
旧

河
内

町
）

で
の

通
勤

、
通

学
、

買
物

等
の

た
め

の
重

要
な

移
動

手
段

と
な

っ
て

い
る

た
め

。

1
0

駒
生

営
業

所
～

平
松

～
本

郷
台

西
汗

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

、
上

三
川

町

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
沿

線
高

校
（

県
立

宇
都

宮
東

高
校

）
へ

の
通

学
利

用
促

進
及

び
通

学
し

や
す

い
運

行
時

刻
の

設
定

を
検

討

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
東

高
校

を
経

由
す

る
系

統
で

年
間

輸
送

人
員

2
0
0
人

増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.2

3
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

宇
都

宮
東

高
校

～
宇

都
宮

駅
…

3
1
0

円
×

2
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

3
3
.0

5
.7

1
1

駒
生

営
業

所
～

宝
井

～
グ

リ
ー

ン
タ

ウ
ン

関
東

自
動

車
㈱

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮

市
、

旧
河

内
町

）

①
JR

宇
都

宮
駅

西
口

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

バ
ス

接
近

表
示

機
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置

②
沿

線
小

学
校

（
市

立
田

原
小

学
校

・
市

立
田

原
西

小
学

校
）

へ
の

通
学

利
用

促
進

・
バ

ス
乗

り
方

教
室

実
施

③
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
（

接
近

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

④
通

学
定

期
券

を
含

む
全

て
の

定
期

券
へ

の
環

境
定

期
券

制
度

適
用

範
囲

拡
充

⑤
カ

ラ
ー

路
線

図
を

作
成

し
、

沿
線

公
共

機
関

等
で

配
布

⑥
自

社
Ｈ

Ｐ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
運

賃
･経

路
･時

刻
表

検
索

サ
ー

ビ
ス

開
始

）
、

「
ナ

ビ
タ

イ
ム

」
「

ジ
ョ

ル
ダ

ン
」

で
の

ダ
イ

ヤ
･運

賃
情

報
公

開
に

よ
る

情
報

発
信

強
化

関
東

自
動

車
㈱

年
間

輸
送

人
員

1
0
0

人
増

を
目

指
す

収
支

改
善

率
0
.1

5
%

①
平

成
3
0
年

3
月

②
平

成
2
9
年

1
0
月

③
平

成
2
9
年

3
月

④
平

成
2
8
年

4
月

⑤
平

成
2
8
年

3
月

⑥
平

成
2
7
∼

2
8
年

度

＜
効

果
目

標
＞

当
該

路
線

の
1
人

平
均

支
払

額
2
1
1

円
×

1
0
0
人

に
て

増
収

額
を

算
出

1
6
.8

5
.6
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生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
生

活
交

通
対

策
協

議
会

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

1

西
原

車
庫

～
Ｊ

Ｒ
宇

都
宮

駅

～
ベ

ル
モ

ー
ル

～
石

法
寺

～
真

岡
営

業
所

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）
宇

都
宮

市
、

真
岡

市

大
型

商
業

施
設

へ
運

行
情

報
を

共
有

し
H

P
上

で
の

P
R

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

運
行

時
刻

の
パ

タ
ー

ン
化

他
系

統
と

の
効

率
化

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

3
0
0

人
増

を
目

指
す

（
1
0
8
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.1

3
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

東
武

～
ベ

ル
モ

ー
ル

間

単
価

3
6
0
円

×
3
0
0
人

4
7
.1

3
.6

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

ま
た

、
広

域
的

な
交

通
空

白
地

域

が
発

生
し

て
し

ま
う

た
め

。

2
宇

都
宮

東
武

～
Ｊ

Ｒ
宇

都
宮

駅
～

橋
場

～
真

岡
営

業
所

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

宇
都

宮
市

、
芳

賀

町
、

真
岡

市

沿
線

学
校

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施

病
院

施
設

移
転

に
伴

う
運

行
経

路
の

見
直

し

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

運
行

時
刻

の
パ

タ
ー

ン
化

他
系

統
と

の
効

率
化

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

（
8
3
,4

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.2

4
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

１
人

当
た

り
の

平
均

支
払

額

4
1
7
円

×
2
0
0
人

1
9
.6

3
.7

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

ま
た

、
広

域
的

な
交

通
空

白
地

域

が
発

生
し

て
し

ま
う

た
め

。

3
宇

都
宮

東
武

～
Ｊ

Ｒ
宇

都
宮

駅
～

東
高

橋
～

益
子

駅
前

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

宇
都

宮
市

、
芳

賀

町
、

市
貝

町
、

益
子

町

企
画

乗
車

券
（

割
引

券
付

き
フ

リ
ー

パ
ス

）
の

発
売

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

運
行

時
刻

の
パ

タ
ー

ン
化

他
系

統
と

の
効

率
化

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

3
0
0

人
増

を
目

指
す

（
1
0
8
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.3

6
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

東
武

～
ベ

ル
モ

ー
ル

間
単

価

3
6
0
円

×
3
0
0
人

2
4
.3

5
.3

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

ま
た

、
広

域
的

な
交

通
空

白
地

域

が
発

生
し

て
し

ま
う

た
め

。

観
光

地
へ

の
交

通
手

段
と

し
て

。

4

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮

駅
～

ベ
ル

モ
ー

ル
～

益
子

駅

前

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

宇
都

宮
市

、
芳

賀

町
、

市
貝

町
、

益
子

町

企
画

乗
車

券
（

割
引

券
付

き
フ

リ
ー

パ
ス

）
の

発
売

大
型

商
業

施
設

へ
運

行
情

報
を

共
有

し
H

P
上

で
の

P
R

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

運
行

時
刻

の
パ

タ
ー

ン
化

他
系

統
と

の
効

率
化

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

3
0
0

人
増

を
目

指
す

（
1
0
8
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.1

6
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

東
武

～
ベ

ル
モ

ー
ル

間
単

価

3
6
0
円

×
3
0
0
人

4
1
.5

4
.2

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

ま
た

、
広

域
的

な
交

通
空

白
地

域

が
発

生
し

て
し

ま
う

た
め

。

観
光

地
へ

の
交

通
手

段
と

し
て

。

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量
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生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
生

活
交

通
対

策
協

議
会

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量

5

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮

駅
～

御
幸

ヶ
原

元
町

～
Ｊ

Ｒ

岡
本

駅

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮
市

、
旧

河
内

町
）

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

運
行

時
刻

の
パ

タ
ー

ン
化

他
系

統
と

の
効

率
化

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

1
0
0

人
増

を
目

指
す

（
2
1
,5

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.1

2
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

１
人

当
た

り
の

平
均

支
払

額

2
1
5
×

1
0
0
人

2
7
.8

2
.4

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

6
氏

家
駅

～
喜

連
川

～
馬

頭
車

庫

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

さ
く

ら
市

（
旧

氏
家

町
、

旧
喜

連
川

町
）

、
那

須
烏

山
市

（
旧

南
那

須
町

）
、

那
珂

川
町

（
旧

小
川

町
、

旧
馬

頭
町

）

馬
頭

高
校

へ
の

乗
り

入
れ

（
経

路
変

更
）

市
町

村
と

連
携

し
情

報
誌

へ
の

掲
載

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

馬
頭

高
校

生
の

利
用

に
則

し
た

運
行

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

1
0
0

人
増

を
目

指
す

（
1
1
5
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.2

2
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

氏
家

～
馬

頭
高

校
間

単
価

1
1
5
0
円

×
1
0
0
人

1
4
.5

2
.2

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

7

宇
都

宮
東

武
～

Ｊ
Ｒ

宇
都

宮

駅
～

上
野

団
地

～
岡

本
駅

西

口

 
関

東
自

動
車

(株
)（

東
野

交
通

㈱
）

宇
都

宮
市

（
旧

宇
都

宮
市

、
旧

河
内

町
）

大
手

企
業

等
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施

３
社

共
通

バ
ス

カ
ー

ド
の

発
売

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

速
達

性
・

定
時

制
確

保
の

為
、

運
行

経
路

の
変

更

運
行

時
刻

の
パ

タ
ー

ン
化

他
系

統
と

の
効

率
化

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

1
0
0

人
増

を
目

指
す

（
2
4
,7

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.1

2
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

１
人

当
た

り
の

平
均

支
払

額

2
4
7
円

×
1
0
0
人

2
4
.8

3
.5

通
勤

・
通

学
・

通
院

の
交

通
手

段
と

し

て
。

8
西

那
須

野
駅

東
口

～
福

祉
大

～
黒

羽
高

校
～

五
峰

の
湯

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

那
須

塩
原

市
（

旧
西

那
須

野
町

）
、

大
田

原
市

（
旧

大
田

原

市
、

旧
黒

羽
町

）

大
田

原
市

バ
ス

で
も

使
え

る
共

通
乗

車
券

の
作

成

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

沿
線

高
校

新
入

学
生

へ
の

定
期

券
の

出
張

販
売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

1
0
0
人

増
を

目
指

す

（
2
0
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.0

7
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

大
田

原
市

内
上

限
運

賃
2
0
0

円
×

1
0
0
人

2
2
.2

3
.9

主
に

福
祉

大
・

黒
羽

高
校

へ
の

交
通

手

段
と

し
て

。

9
大

田
原

市
役

所
～

福
祉

大

～
黒

羽
高

校
～

五
峰

の
湯

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

大
田

原
市

（
旧

大
田

原
市

、
旧

黒
羽

町
）

大
田

原
市

バ
ス

で
も

使
え

る
共

通
乗

車
券

の
作

成

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

沿
線

高
校

新
入

学
生

へ
の

定
期

券
の

出
張

販
売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

1
0
0
人

増
を

目
指

す

（
2
0
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.0

6
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

大
田

原
市

内
上

限
運

賃
2
0
0

円
×

1
0
0
人

2
0
.8

3
.2

主
に

福
祉

大
・

黒
羽

高
校

へ
の

交
通

手

段
と

し
て

。
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生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
生

活
交

通
対

策
協

議
会

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量

1
0

那
須

塩
原

駅
～

黒
磯

駅

～
那

須
湯

本
温

泉

関
東

自
動

車
(株

)

（
東

野
交

通
㈱

）

那
須

塩
原

市
（

旧
黒

磯
市

）
、

那
須

町

路
線

バ
ス

に
フ

リ
ー

W
i-

F
iサ

ー
ビ

ス
の

導
入

高
齢

者
用

割
引

定
期

の
発

売

夏
期

限
定

学
生

定
期

の
発

売

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

情
報

提
供

鉄
道

の
運

行
時

刻
に

合
わ

せ
た

運
行

時
刻

の
設

定

G
P
S
を

設
置

し
渋

滞
状

況
に

合
わ

せ
臨

時
便

を
運

行

片
道

通
学

定
期

券
の

発
売

企
画

乗
車

券
（

割
引

券
付

き
フ

リ
ー

パ
ス

）
の

発
売

関
東

自
動

車
株

式
会

社

(東
野

交
通

株
式

会
社

)

年
間

輸
送

人
員

2
0
0

人
増

を
目

指
す

（
2
0
0
,0

0
0
円

の
増

収
）

収
支

率
0
.2

8
％

の
改

善

平
成

3
0
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

9

月

那
須

塩
原

駅
～

那
須

湯
本

温

泉
間

単
価

1
0
0
0
円

×
2
0
0
人

8
3
.9

3
.7

那
須

湯
本

地
域

住
民

の
交

通
手

段
と

し

て
。

観
光

地
へ

の
交

通
手

段
と

し
て

。
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生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
 交

通
政

策
課

  

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

列
車

、
バ

ス
、

旅
館

宿
泊

の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
企

画
商

品

バ
ス

事
業

者

JR
大

宮
支

社

JR
提

携
旅

館

2
0
0
千

円
平

成
3
0
年

1
1
月

～

旅
行

者
の

高
齢

に
と

も
な

い

旅
行

手
続

き
の

煩
わ

し
さ

を

解
消

す
る

塩
原

本
線

乗
車

券
を

塩
原

商

工
会

で
発

行
す

る
敬

老
商

品

券
の

引
換

対
象

品
に

組
入

れ

バ
ス

事
業

者
増

収
額

2
0
0
千

円

平
成

2
9
年

1
0
月

～

敬
老

商
品

券
発

行
実

績

塩
原

地
区

 
約

4
5
0

箒
根

地
区

（
関

谷
）

約
7
0
0

西
那

須
野

地
区

 
約

3
5
0
0

引
き

換
え

目
標

 
1
0
0
枚

/年

○
実

施
状

況

敬
老

の
日

に
自

治
会

で
対

象

者
に

説
明

及
び

敬
老

商
品

券

引
換

情
報

に
記

載
し

た
。

○
利

用
実

績
 

な
し

○
課

題

 
高

齢
者

へ
の

周
知

不
足

○
今

後
の

取
り

組
み

自
治

会
と

周
知

方
法

に
つ

い

て
検

討
す

る
。

（
事

業
者

が

直
接

説
明

な
ど

）

西
那

須
野

駅
か

ら
塩

原
地

区
を

直
接

結
ぶ

唯
一

の
公

共
交

通
機

関
で

あ
り

、
塩

原
地

区
に

お
け

る
高

校
生

の
通

学
や

高
齢

者
の

通
院

等
に

重
要

な
路

線
と

な
っ

て
い

る

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

1
西

那
須

野
駅

～
塩

原
温

泉
ｼﾞ

ｪｲ
ｱｰ

ﾙﾊ
ﾞｽ

関
東

㈱
那

須
塩

原
市

（
旧

西
那

須
野

町
、

旧
塩

原
町

）
3
1
.6

3
.3

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

【
バ

ス
事

業
者

回
答

欄
】

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量

- 30 -



 
 
生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

栃
木

県
生

活
交

通
対

策
協

議
会

実
施

内
容

想
定

さ
れ

る

実
施

主
体

効
果

目
標

実
施

時
期

そ
の

他
特

記
事

項

現
在

(こ
れ

ま
で

)の
取

組

①
運

転
免

許
自

主
返

納
者

支

援
事

業
で

利
用

促
進

を
図

る
日

光
市

日
光

交
通

（
株

）

平
成

2
5
年

度
～

日
光

市
が

「
高

齢
者

運
転

免

許
証

自
主

返
納

支
援

事
業

バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

共
通

利
用

券
」

を
発

券
。

当
該

系
統

で

の
使

用
可

。

②
高

齢
者

が
利

用
し

や
す

い

ノ
ン

ス
ッ

テ
プ

バ
ス

を
導

入

し
利

用
促

進
を

図
る

。

平
成

2
9
年

度
～

H
3
0
年

３
月

末
日

現
在

当
該

系
統

予
備

車
を

含
め

導
入

済
。

③
定

年
者

を
継

続
雇

用
し

人

件
費

を
削

減
し

て
い

る
。

今
後

も
継

続
平

成
３

０
年

３
月

現
在

バ
ス

運
転

士
2
5
人

中
5
人

が
定

年

前
の

給
料

約
7
5
％

で
雇

用
。

④
企

画
乗

車
券

の
発

売
。

「
鬼

怒
川

・
今

市
１

日
フ

リ
ー

パ
ス

」

年
間

発
売

枚
数

3
6
0
枚

を
目

指
す

（
1
8
0
,0

0
0
円

の
増

収
）

平
成

3
0
年

4
月

1

日 ～
発

売
開

始

月
平

均
3
0
枚

×
1
2
ヶ

月
＝

3
6
0
枚

 
１

枚
1
,0

0
0
円

（
カ

ッ
プ

率
5
0
％

＝
5
0
0

円
）

 
3
6
0
枚

×
5
0
0
円

＝

1
8
0
,0

0
0
円

今
後

の
取

組

①
運

行
経

路
の

見
直

し
（

短

縮
）

藤
原

行
政

セ
ン

タ
ー

が
鬼

怒

川
温

泉
駅

前
に

移
設

。
鬼

怒

川
公

園
駅

～
鬼

怒
川

温
泉

駅

間
の

利
用

者
が

減
少

す
る

と

思
わ

れ
る

為
「

鬼
怒

川
温

泉

駅
発

～
下

今
市

駅
」

に
変

更

し
平

均
乗

車
密

度
増

及
び

経

費
削

減
を

図
る

平
均

乗
車

密
度

2
.0

以
上

及
び

収

支
改

善
を

目
指

す

平
成

3
１

年
度

～

３
２

年
度

を
目

指
（

乗
降

調
査

及
び

利
用

者
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

後
検

討
）

Ｈ
3
1
年

度
計

画
の

実
車

キ
ロ

1
3
6
,4

0
1
.2

㌔
-実

施
後

の
実

車
キ

ロ
（

2
.3

㌔
×

2
×

3
,8

6
8
回

＝
1
7
,7

9
2
.8

㌔
）

＝
1
1
8
,6

0
8
.4

㌔

H
2
9

平
均

乗
車

密
度

バ
ス

系
統

と
し

て
維

持
す

る
理

由

（
個

別
具

体
的

な
理

由
）

1
鬼

怒
川

公
園

駅
～

下
今

市
駅

日
光

交
通

㈱
日

光
市

（
旧

藤
原

町
、

旧
今

市
市

）
1
5
.7

1
.5

当
路

線
は

、
今

市
地

域
と

藤
原

地
域

を
結

ぶ
路

線
で

あ
り

、
沿

線
に

は
病

院
や

小
学

校
も

あ
り

、
高

齢
者

の
通

院
や

小
学

生
の

通
学

の
重

要
な

足
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

今
後

も
ぜ

ひ
と

も
運

行
の

継
続

を
願

う
路

線
で

あ
る

日
光

交
通

（
株

）

路
線

名
事

業
者

名
関

係
市

町
村

生
産

性
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
内

容
H

2
9

輸
送

量
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地域をまたがる幹線バス交通ネットワーク
赤字バス系統（補助対象）

Ａ町 Ｂ市 Ｃ村

地域内のバス交通・デマンド交通等
地域内交通（補助対象）

バス
停

過疎地域等
交通不便地域

地域をまたがる幹線交通ネットワーク
黒字バス系統・鉄軌道 等（補助対象外）

駅 駅

住民の生活に必要なバス交通への支援のイメージ

経常収支差の1/2を補助

・「補助対象となる幹線バス交通ネットワークに係る地域内交通」
又は 「補助対象外となる幹線交通ネットワークに係る地域内交
通」
・幹線アクセス性：幹線バス交通ネットワーク等へのアクセス機
能を有するものであること。
・サービス充実性：新たに運行、または、公的支援を受けるもの
であること。
・経常赤字が見込まれること。 等

地域内フィーダーバス交通に対する補助の主な要件

・複数市町村にまたがる系統であること。
（平成１３年３月３１日時点で判定）
・１日当たりの計画運行回数が３回以上のもの。
・輸送量が１５人～１５０人／日と見込まれること。
・経常赤字が見込まれること。 等

幹線バス交通に対する補助の主な要件

バス車両の更新に対する支援

3,000 1,800 1,080 810 810 

車両減価償却費等補助金

・車両購入に係る減価償却費及び金融費用について
５年間かけて補助 【補助率】１／２

【金融費用】
購入に係る借入について、その金利を補助（購入価格の2.5%限度） 購入年度

合計
750万円

＜車両価格1,500万円のノンステップバスを購入した場合＞

2年目 3年目 4年目 5年目
※定率法（残存価額×0.4）を用いた場合

（単位：千円）

公有民営方式車両購入費補助金

・地方公共団体がバス車両を購入して事業者へ
貸与する「公有民営方式」に対して補助

地方公共団体

バス車両
を所有

バス事業者

バスを借り
て運行

貸渡（リース）

（売却・廃車）
代替

使用料

協議会で、老朽車両の代替を含む
「収支改善計画」を策定

【補助対象者】地方公共団体
【補助率】１／２（上限：７５０万円）
【補助方式】２年間で均等に分割して交付

地域公共交通確保維持事業（陸上交通）

バリアフリー化等に対する支援

・ノンステップバス、リフト付バスの導入
【補助率】通常車両価格との差額の１／２等（上限140万円）

・福祉タクシー・UDタクシーの導入
【補助率】１／３（上限80万円（リフト付）、60万円（スロープ付））

・ＢＲＴシステム （連節ノンステップバス及びそれと一体的
に整備する停留所施設等）
【補助率】１／３

【参考】「地域公共交通確保維持改善事業」におけるバス等への支援

地域公共交通バリア解消促進等事業

-22-

予算額：21,959百万円

- 33 -

ladmin
資料６



- 34 -


